






本研究では、“REPRODUCTION"という言葉に医学や生物学における“生殖"という訳を当て

はめるのではなく、文化的・社会的ひろがりを求めて、“つながり”という言葉で読み替

えることにした。

そのために本報告は、異分野の専門家がそれぞれの専門領域から“REPRODUCTION-つなが

り”について、多角的な視点から取り組んだ研究報告の集合体という形態をとることにな

った。その際に、第一部の「総論」でも述べられているように、

①人間の生命を一つのつながりの中で捉える(生物としてのつながり)

②誕生を支えるにあたって、人と人のつながり・人と社会のつながり・親と子とのつなが

りが、現在どうなっているか(文化的・社会的つながり)

③具体的な医療の場の中で、人と人とのつながりがどうあるのが望ましいか

という三側面から立体的に把握・考察することを心掛けた。


